
火 お こ し の 歴 史
みなさんは、日頃のくらしの中で｢火｣に出会うのはどんな時でしょう。夏の夜の花火、 キャ
ンプファイアー、あるいは台所のガスコンロの火‥　あまり多くは思いつきませんね。たき火
のように屋外で火をたく機会がほとんどなくなってしまった今日では、｢火｣そのものに出会う
チャンスはずいぶんと少なくなりました。
しかし、昔から、｢火｣は人類の生活になくてはならないものでした。暖をとるため、お湯を

沸
わ

かしたり料理をするため、明かりを灯
とも

すため、そして害虫や危険なけだものから身を守るた
め、人類はさまざまな場面で｢火｣を頼りにしてきたのです。
では、まだマッチもライターもない頃、わたくしたちの祖先は、どのようにしてその｢火｣を

得ていたのでしょうか。
ひとつの方法が、石と石、あるいは鉄と石を打ちつけて火花を散らすことによって、その火

花から火をとるものです。この道具を｢火打ち金
がね

｣｢火打ち石｣といい、古くは奈良時代にはこの
方法で｢火｣を得ていました。
もうひとつの方法は、摩

ま

擦
さつ

による熱から火をおこす方法です。みなさん、手をこすり合わせ
てみてください。段々、熱くなってきますね。これが摩擦熱です。わたくしたちの祖先は、木
と木をこすり合わせることで｢火｣を得ていました。この方法は、縄文時代までさかのぼること
ができます。
ここでは、火おこしの歴史を振り返るとともに、木を使った火おこしの方法をご紹介しまし

ょう。木を使った火おこしにはおもに以下の方法があります。
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キリモミ法

弓キリ法

舞ギリ法

ヒモキリ法

このほかに、ひもや弓を使った方法などもあります。�

このほかに、石同士を打ち合わせた方法もあります。�
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青谷町青谷上寺地遺跡で見つかった�
弥生時代の火起こし道具�
（棒をこすりつけた板）�

福部村栗谷遺跡で見つかった�
古墳時代の火起こし道具�
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鳥取県内で見つかっている火起こしの道具




